胡適の実験主義の原点 : 「学原于思」の幼少時代をめぐって by 劉 紅














The Origins of Hu Shih’s Pragmatism

















的な態度 (the genetic method) をもって、問題の歴史的背景を探り、問題発生の根本的原因を突



























































































































































































　胡適の母・馮順弟は胡伝の三番目の妻であり、17 歳の時に 32 歳年上の胡伝に嫁いだ。胡伝は
生涯三人の妻を娶った。最初の妻は戦乱の中で死に、子供をもうけなかった。二番目の妻は男三人、
女三人の子供をもうけた。その妻も結婚して 13 年目に病死した。

















陸に帰させ台湾の民衆と一緒に抵抗運動に参加した。1895 年 7 月、持病の脚気病が再発したため、





















































り 胡適を塾に入れた。そして学費を 2 倍払って先生の特別指導を受けさせた 19)。


































　1904 年から 1910 年までの 6 年間、胡適は上海で学生生活を送っていた。この時期の中国の社
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　こうした社会風潮の中、清王朝は政権維持のために各分野において改革を行わざるを得なく



































　『 天 演 論 』 は イ ギ リ ス の 生 物 学 者・ 進 化 論 者 ト マ ス・ ハ ク ス リ ー（Thomas Henry 














































































旬報』は教育振興、民主、社会改良を主旨とする雑誌であった。刊行された 1906 年から 1909 年
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